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斎藤清教授略歴および研究業績
略歴一回想ふうに－
斎藤 清
I
明治40年2月13日東北の山形に生れる．大正8年4月山形県山形中学校
に入学，第4学年修了後，大正12年4月山形高等学校文科乙類に入学，15
年3月卒業．吹田順助先生がドイツ留学からご帰朝になったばかりの頃で，
入代りに渡独された奥津彦重先生のあとを引継がれて300ページの佐久間
文法を教えていただいた．なかなか厳格で皮肉たっぷりな奥津先生の「吹
田先生はそりゃ厳しいですゾ」のお辞に怖れと期待の混じる中に，その頃
まだ口髭をはやしておられた先生の明快な， しかも胸にしみ入るような名
講議．
シュニッツラー「ジェロニモとその兄弟｣，ハウプトマン「線路番ティ
ール｣，ヘッベル「わが幼年時代」などを教えてもらった． さらにカント
論やノヴァーリス論の講読のときにはゲミュートとか， ロマンティッシェ
・イロニーとかについて穂蓄をかたむけてくださった．わたしの前には自
旗信が，右側後方には銀髪ならぬ若き日の黒髪長身の亀井勝一郎が，また
伊藤整の「病中日記」に明朗，高貴，純真なるまれな人とある詩人阪本越
郎（高見順の異母弟）が，そして皆が瞳を輝かして聴きいっていた．
● ● ●
吹田先生の詩情に溢れ， しかもきさくな親しみやすい誠実なご風格はま
ことにこれ絶品，わたしたちにとってかぎりない人間的魅力であった． 自
分の酒盃への親近は酒仙蘆風先生のみちびきによるものと独りで決めてい
る．奥津先生には「ファウスト」やマン「ベニスに死す｣， 岡本信二郎先
生にはヴィンデルバント 「永遠の相のもとに」を教わる．東京商科大学教
授，のちに一橋大学長になられた三浦新七博士は山形出身のこともあって
非常勤として経済原論の名のもとにゲーテとギリシャ精神を講義されたの
であるが，その素晴らしい滋味溢れる名講義は葉巻の香りとともに忘れが
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たく，東北の田舎町にも文化の花咲く思いがしたものである．
大正15年4月東京帝国大学文学部独文科に入学，昭和4年3月卒業．青
木昌吉教授は「ファウスト」第1部， クライスト 「ケートヒェン・フォン
・ハイルブロン」の講読， 19世紀ドイツ小説史の講義であった．木村謹治
先生は当時新進気鋭の助教授として画期的な若きゲーテ研究を講じ，大講
堂を埋める聴講者に深い感銘を与えたものである．その他ゲーテ「ヴィル
ヘルム・マイスターの遍歴時代」の講読があった．なお早稲田大学教授山
岸光宣氏のヘッベル研究の講義と併せて「母と子」の講読，新関良三講師
のギリシャ演劇史の講義などがあった．
昭和4年4月，大学卒業とともに京城帝国大学予科講師を嘱託され玄海
灘を渡って京城に赴任する． 5年4月教授に就任． 12年1月ドイツ，イギ
リス，アメリカ留学を命ぜられ，神戸港出帆，港々に寄港しつつ印度洋，
スエズ運河を渡り40日もかかってナポリに上陸，サンタルチアの歌声をあ
とに朝焼けに輝くアルプスの峯々を仰ぎながら北上してベルリン着.ベル
リン大学ではユリウス・ペーターゼン教授のロマン派の講義を聴講する．
ドイツ生活はまことに愉しいものであったが，また悲しいものでもあった．
ナチスの暴虐は日々に度を加えユダヤ人に対する迫害圧迫は街中の至ると
ころに見うけられ， 「グーテン・ダーク」「アウフ・ヴィイダーゼーエン」
の代りに「ハイル・ヒトラー」である．桜井和市氏とはよく旅をともにし
たが， イタリー旅行のときもインスブルックからローマに着いたときドイ
ツ軍のオーストリヤ無血侵入を知って二人とも唖然とした．
昨夜チロールの町の酒場ではヨーデルとツィターが鳴り響いていたのだ
が．戦雲たちまち急をつげドイツ軍のチェコスロバキヤ併合のニュースに
接したのはアメリカに向う大西洋上のことであった． こうしてともかく帰
国したのは昭和13年11月のことである．そのあと戦局はますます救いがた
い泥沼と化し敗戦の結果20年11月京城を引揚げることとなる．想えば京城
時代はよき同僚，よき学生に恵まれて倖せであった．
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創設まもない京城大学は教官，学生とともに意気軒昂，建学の道を求め
て若き情熱を燃やした．人間不信の弱りはさらになく，なによりも自由で
あり，いわばシュトルム･ウント。 ドラングのよき時期をすごすことがで
きた.紅露文平氏はすでに京城を去っていたが，同僚の小出直三郎，富士
田英三，戸沢明らの諸君とのあいだに「京城の友だち」の心と心のつなが
りが生れた．小出氏はいつも京城の温いフロイントシャフトを讃えていた．
彼と富士田君とで斎藤茂吉を論じ場句のはては互に相手の理解なさを悲憤
懐慨，号泣する青春の一幕もあった．飛び去って返えらない若き日々に抑
えんとして抑えがたかった感情の波動を遠く想い返えして懐しむのは私ひ
とりのみではあるまい．
若き日は決して華やかな日々だけではなく，現在とはおのずから異る憂
悶と悲嘆とにとざされる日もあり，青春の悔恨も決して無縁ではなかった．
しかし京城の友の間には互にハレ物に触れるような警戒心はいらなかった．
人間の弱さも認め合った上で自由気ままに振舞うことが許された．他をこ
とあげするまえに，おのれに灼熱する美しい初心のごときものを持ち合わ
せていたのではなかろうか． ともあれ，わたしたちは無事京城を引揚げる
ことができたが，凄惨苛烈な歴史の歯車にかみ砕かれ，あたら青春のいの
ちを異郷の野に空に海に散華した数多くの学徒兵の若き友を想うとき哀惜
の情に堪えず痛憤きわまりなきをおぼえるのである．
昭和21年6月大阪高等学校教授に就任．敗戦後の混乱は大阪駅前その他
いたるところに瓦礫の中に雨後の筍のように籏生した闇市に象徴される．
GHQ公職資格審査，公職追放，金融緊急措置令，農地改革などが行われ，
さなきだに昏迷の人心は不安危倶の中に揺れに揺れた．いわゆる新円発行
の金融措置のため俸給は500円までしか支給されず，残りは預金として凍
結されてしまったので，売り食いどころか，引揚げの身の悲しさ，茶碗．
箸の類まで買いそろえるのに苦労した．その頃，教室で居眠りする学生も
少なくなかった．不安定な時代に家庭教師のごときぜいたくなアルバイト
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には恵まれない．埠頭の人足であり，街の夜警である． しかし彼らは重労
働に疲労困懲，空腹の身をひきずっても勉学に精励した．戦時中の空白を
とりもどさんと遮二無二文学にかじりつき学問と格闘した．廃城の中では
彼らを誘う悪魔のいようはずもなかったであろうけれど， しかしただそれ
だけであったとは思われない．学園はまだ健康であった．瓦礫の中にもま
だ相互の信頼感が残っていて，それが崩れんとする人々の心を支えていた
のではなかろうか．
新制大学発足とともに昭和25年3月大阪大学（教養部）教授に就任，45
年3月定年退官． 63才．その間ドイツ語による大量残留事件があり，学園
紛争のあらしの中でその対策に腐心した． 45年4月大阪大学名誉教授の称
号をうける．
昭和45年4月関西大学文学部教授に就任，46年4月から大学院文学研究
科ドイツ文学研究をも担当する． 52年3月定年退職．顧みれば今日ここま
で到達できたのもひとえに温い独文科教室の皆さんのご支援とご理解によ
るもの，厚くお礼申し上げたい．新しい友をえるということは新しい書物
を手に入れる・悦びにも似て，お蔭で今さらながら井戸の中の蛙の視野も少
しは広くなったような気がします． 50年1月妻史子を喪ってからは皆さん
のご親切な慰めと励ましに支えられて生きてきたようなものです．長生き
すればとかく恥多いものでありますが，それと同時に悲しみもまた多く，
生きているということは愛する人々を見送らねばならぬ，そして耐えて行
かねばならぬ， ということのようです．
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学会における活動
阪神ドイツ文学会会長， 日本独文学会阪神支部長
昭和41年4月より45年4月
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ドイツ語学文学振興会協議員
論文
ハイネの宗教について 大阪大学研究集録
第10輯昭和37年3月
大阪大学研究集録
第15輯昭和42年3月
大阪大学研究集録
第18輯昭和45年3月
独逸文学，関西大学独逸文学会編
第16号（1971）
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lレッシングとハイネ
造形と批評覚書－ゲーテと
ハイネの場合一
ハイネとシェイクスピア
雑記
呪われたドイツ語
吹田先生を偲んで
大阪大学新聞昭和40年4月10日
回想の吹田順助先生（同学社）
昭和40年7月20日
待陵（大阪大学教養部報）
第9号昭和45年5月9日
紺碧（京城帝国大学同窓会誌）
第42号昭和45年12月10日
ドイツ語40年
25年ぶり
リカルダ・フープ「青春の想い出」訳注
初級ドイツ語昭和47年3月号
小出直三郎さんの想い出 紺碧第47号昭和47年6月25日
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KurtKusenberg,Weristman？（郁文堂1961年）
斎藤・初歩ドイツ語読本（共編郁文堂1964年）
斎藤ドイツ文法（第三書房昭和39年）
KurtKusenberg,DerZerst6rer(郁文堂1966年）
RicardaHuch,FriihlinginderSchweiz(朝日出版社1976年）
斎藤・初歩ドイツ語読本改訂版（郁文堂1977年）
